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凡例




これは「歌舞伎襍記」（昭和二十一年九月二十五日　光文社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。








『戲財錄』のこと




一




　國文科の學生に『戲財錄』の訓よみ方を質問したら、ギザイロクが多數を占め、ゲザイロクがこれに次ぎ、ケザイロクとよんだのは三名にしか過ぎなかつた。第一第二のよみ方も、今日としては決して間違つてゐるわけではないが、第三のケザイロクこそ、生產された時代の發音として最も適當したものであらうと、私は信じてゐる。戲作者もギサクシヤ、ゲサクシヤとよまれてゐること、前者と同樣であるが、やはりケサクシヤを以て、時代的には最も正しい發音とするであらう。それは、江戶末期の空氣に育てられた知識人（例へば故人の半峯居士高田博士や饗庭篁村翁の如き人々）から、私どもが敎へられたところである。

　こんなことを冐頭に書くがものはないが、時々氣になる訓讀なので、或ひはギザイロクと發音してをられる方々の注意を喚起し、同時にはつきりしておきたいからである。

　標題にも示した如く、『戲財錄』は日本の戲曲作法書であるが、能樂における世阿彌の『能作書』と對峙せしめられるほどに、優秀なる歌舞伎脚本作法の書である。明治以後にも此の類の書はさう多くはない。ウイリアム・アーチヤーの『プレイ・メエキング 』を小山内薫が抄譯した『戲曲作法』とか、これも名高いフライタークの『戲曲技法』の譯本くらゐなものである。ほかにも一二脚本の書き方を扱つた本もあるが、注目に價ひするものではない。

　結局『戲財錄』は、歌舞伎淨瑠璃をも含めての、廣義の歌舞伎の殆ど唯一の戲曲作法の書だといつてよいであらう。とは言ふものの、簡單でもあり、隨筆的であつて、組織的系統的といふではないが、實際的の役には相當に立つべきもので、同時に一と見識を持つものと言つてよいのである。劇作のことで實際に苦勞した人には、種々の面から示唆に富む作法書たるを失はない。

　歌舞伎や淨瑠璃の作の心得については、斷片的に敎ふる所あるものは二三にとどまらない。例へば『今昔操年代記』『浪花みやげ』『南水漫遊』『傳記作書』『言狂作書』『作者年中行事』『狂言作者心得書』等が擧げられるが、この『戲財錄』だけに整理筆錄されたものは絕對にないと言つてよい。日本の藝能界は元來名人氣質、職人氣質を特色とし、口承口傳を特色としてゐるのであるが、世阿彌の『能作書』はじめ各種藝談や、並木五瓶の『戲財錄』の如きは、蓋し異數に屬する所產といふべきであらう。




二




　まづ初めに、書誌學的の方面を解說しよう『戲財錄』は、いつ何人によつて書かれたものかといふに、享和元年、狂言作者初代並木五瓶によつて述作されたものだといふことになつてゐる。さうしてそれは事實でもあるのだが、著者については淡い疑問も投げられてゐる。

　本來、寫本として傅はり、帝國圖書館本、帝大圖書館本を參照した明治四十一年に刊行會本の『續燕石十種第一』が最も廣く古く行はれてゐた。昨年に至つて守隨憲治氏の校訂に成る岩波文庫本ができた。現在では後者を以て入手し得る善本と言はねばなるまい。原著者の自筆本の煙減したと推測される以上、多少の誤寫誤植は止むを得ないであらう。ともかくも其の卷末に「享和改歳辛酉立秋吉旦　入我亭我入」と署名してある。此入我亭我入なる戲號が並木五瓶であるといふことは、彼れが他の機會に使用してゐるものが發見されないので、これを以て五瓶なりと斷ずるに躊躇する向きもある。

　けれども、帝國圖書館本の奧書に、「此原本は、西澤一鳳言狂作書に初代並木五瓶戲財錄とて戲楊作者の祕事を門葉に敎んが爲書し、自筆の一小册予祕蔵したりしを先年槌田万造といヘる狂言作者に借せしが其者相果て行衞しれず悔とも詮なしと有」とある。つまり江戶末の狂言作者にして、隨筆家であった西澤一鳳が、その著『言狂作書』中にかういふ明記があるので、舊藏者が書き添へたのであつた。この寫本の舊藏者が何人であらうかは、まだ私は確めてゐないが、多分石塚豐芥子とか松本觀阿とかいつた人ではなかつたかと思ふ。默阿彌の架藏中にもあつて燒亡したが、轉寫本であつた。一鳳のこの記事は貴重なもので、並木五瓶の述作たることを確認せしむるに充分である。

　而して、また事實において、享和元年頃の述作たるにふさはしいものであるし、享和元年とすれば、並木五瓶以外にはこれだけのものを書き得る狂言作者は、三都を通じてあるまいと考定されるのである。その理由は一二にとどまらないが、歌舞伎の集成期大成期ならでは、かういふ内容のものになるわけもなし、また京阪の事情にも通じた頭領株の作者でなければならないし、作者道についても眞摯な態度を持してゐた五瓶の如き人にして書けたものと見られる。五瓶以外には、初代櫻田治助、四世鶴屋大南北の二人が擧げられるが、この三人中ではといふことになれば、やはり五瓶が第一候補者であつて、一鳳の所記と一致するのである。末尾に近きある部分を他の人が補記したといふ事は言へなくもないが、初代並木五瓶の著作たることは動かないであらう。

　そこで、著者たる五瓶についても、簡單にしるしておかねばならないが、彼れは大阪道修町に延享四年に生れた。二十歳の頃並木正三の門に入つて狂言作者となり、並木五（吾）八と呼んだ。京都の劇場で立作者となり、寬政初年から五瓶を稱して京阪の間に重きをなし、元祖の尾上菊五郎、嵐雛助、淺尾爲十郎、三世澤村宗十郎等を對象として劇作の筆をふるつた。『天てん滿まん宮ぐう菜種なたねの御ご供くう』『金門五三桐』『唐人殺し』等の代表作があつた。江戶ヘ初めて下つたのは寬政六年の末で四十八歳の時であつた。三百兩にて江戶ヘ聘せられたといふのは此の時である。（無論年俸三百兩なのであるが、今日は約三十倍としても九千圓、月給にすれば八百圓以上にも該當するから、當時としても破格の高給だつたのだ）。

　その後一二回京阪へも行つたが、結局江戶に居ついて、四世市川團藏、五世松本幸四郎等を主なる對象俳優として執筆した。『五大力』『二人新兵衞』『梅の由兵衞』『幡隨長兵衞』等の名作をのこし、文化五年二月に六十二歳で歿した。『戲財錄』が享和元年に述作されたとすれば、死に先き立つこと七年、五十五歳の時だつたといふことになる。

　元來、まじめな人物であつたことが傳へられてをり、狂言作者の行事式法についても、革新的な人で、臺木の淸書行數を十三行と制定したり、天神祭をはじめたり。稽古の準備に際して部下の作者を自宅に招集したのも彼れだつたとされてゐる。そんなわけで歌舞伎の戲曲作法を書かうとしたのも、いかにも五瓶らしい思ひたちだつたと言はねばならない。




三




『戲財錄』の内容について語らう。その全體を、今日の印刷に引きなほすと、四百字詰の原稿紙で五六十枚のもの、文庫本にして五十頁ほどの小册子である。二十六ほどの項目をたてて隨筆風に書いたもので、注目すべき項が五六ある、それについて述べておきたい。

　最初の「作者差別之事」は、作者の心構へ序說ともいふべきもの。「戲場の作文は他に劣りて聞ゆれども、淨瑠璃五段歌舞伎六段物の狂言中に、貴賤老若男女によらず一文不通の鈍物まで、早くその意に通達して、勸善懲惡を本とし……面白く人氣を引立て早學問の敎ヘ方、奇妙不思議の作文」ではあるが、この道の式法を書いた書物がない、そのために狂言作りが段々衰へてきた。これは「師傳式法を知らざる故、身の行跡惡しきより」さうなつたのであるから、昔しからの名人作者の金言をここにまとめ、この道の規矩にしたい。「芝居は城廓、金主・座本は大將、役者は勇士、作者は軍師なり、軍師に威勢なくば勇士下知に從はず、狂言といふ魚鱗鶴翼の備へ亂れる故、見物の敵に勝つこと能はず」とある。實にすばらしい表現と言はねばならない。作者に參謀官たるの重責を自覺せしめようとした努力が明らかに見えてゐる。

　次に作者連名として、物語や草紙の類の作者から淨瑠璃、歌舞伎の作者の主なるものを擧げ、必要に應じて小話や逸話を添へてある。近松門左衞門から天明頃までの作者が百三十餘名に及んでゐる。小傳中には貴重な文獻とされてゐるものもある。

「作者大悟法式祕傳」として、「景けい樣やう、頂上やま、搖ゆすり、大おほ曲ぐるわ、鎌かま入いれ」等の仕組（脚色）と趣向とを、序破急、起承轉結の法則などに照し合せた圖表や、「二道四別之傅」として、作者の人としての敎養を圖示したものがある。なかなか面白いが、後者の實情といふところに「不譏不誠」といふのが見えてゐる。不誠は不誡とした異本もあるらしいが、私は「不侮」の誤寫ではなからうかと思つてゐる。

「三都狂言替りある事」。「京は人氣和らかく人情に合せ、昔より狂言大方は色事六分の筋にて、全體仕組和らか過ぎて力薄し」。「江戶は人氣荒く、昔より狂言大時代にて、太平樂七分の筋」である。「大坂は人氣理窟めき、昔より狂言義理八分の筋」にするがよいなどと、地方民性を考慮しての作法を說いてゐる。これは戲曲作法の本質的なものでないのにせよ、今日でも實際問題として相當に考慮さるべき事柄である。

「狂言竪筋之事」。「竪筋は世界、橫筋は趣向」である。太閤記の竪筋へ石川五衞門を橫筋に入れる。忠臣藏でも勘平の條は橫筋だといつて脚色を複雜ならしめよと說いてゐる所。謂二重ダブル脚色プロツトの方式である。言葉は甚だ簡であるが體驗により道破したものといへる。

「四季見物人情差別之事」これも著明な項である。冬は人情陰に落入るから陽氣に、をかしみを心がけよ。春は人氣陽氣になる時だから趣向に念を入れて、はでに手廣く、御家狂言のやうなものこそ適當である。夏は人情とろけ、暑に苦しむ時だから、幕々を短かくし、輕快な生世活狂言とか、凉味を呼ぶ水狂言などがよろしい。秋は人情しまりて心のすむ時であるから、身につまされるやうに合理的た脚色にし、愁歎などに力を入れるやうにせよと述べてゐる。これも本質的なものではないにせよ、實際家として考慮さるべき要項である。「狂言場所工合の事」といふ項には、尙ほそれを詳說して、顏見世狂言の時、二の替（初春）狂言の時、盆狂言の時、秋狂言の時などにおける分量をはじめ、各幕の分量等について實際的な心得方を述べてゐる。

「作者金言の事」。この項は、序說に對して結論にも相當する作者哲學を書いたもので、傾聽すべき文字である。「狂言は何を目當に作るぞと尋ねし者あり、答へていふ、狂言はつれづれの文にある白うるりを目當にするといひ終つて歸る。問ふ人感心せしとなり。白うるりといふものは、あつたらこんな物であらうと推量してゐるところが作者なり、高貴なる方將軍の行跡見たこともなし、乞食盗賊につき合ひたることはなけれども、こんなものであらうと、人情を推量して作るが白うるりなり」とある。「誠らしき噓、」大近松の虛實皮腹ママ〔膜〕論などと一脈相通じた藝術論とも見られる。「そうじて机にゐる時、三千世界は我がものと思ひ、向ふ敵なしと心得、役者はわがものにして遣ふべし、さもなくば筆すくみ氣兼ねばかりが心に浮み、見物の人氣を動かす事あたはず、一通り筋立てたる跡にて、役者の甲乙にしたがひ加筆すべし、全體は作意は軍法計略、筆は諸卒を遣ふ采配と思へ。見物の敵に對陣する時、當時の流行物をもつて膽をひしぎ、評判の凱歌をあげること、尤も勇士の役者働きありと雖も、軍師の作者陣立て備への狂言惡しくては、必勝の大功を立つること難し。」座附作者としては、卓見といふべきである。實際に軍師として立てられた狂言作者が何人あつたかは疑問であるが、少なくもすぐれた作者の心情を穿つたものとして、また今日においても服膺に値ひする金言たるを失はないであらう。

　以上の外にも、合作の場合の持場とか、職務の分擔内規のやうなもの、看板番附の式法などもあつて、參照すべき項もあるが、要點はだいたい上述の通りである。
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